
新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金（飲食店向け）
（第10期：令和4年1月27日～3月6日の時短要請分）

添付⑪⑮ 協力金日額の計算シート【手書き用】の
記入例等の補足資料

お問い合わせ

■兵庫県時短協力金コールセンター
開設時間 午前９時から午後５時（月から金曜日）
電話番号 ０７８－３６１－２５０１
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【手書き用】（添付書類⑪・⑮）協力金日額の計算シート

《売上高計算基準月》

➀1日当たりの売上高の計算

A.1日単位又はB.1か月単位

※ 　営業日数が把握できない場合は、係数24で計算する。 ※一円未満切り上げ

C.年間単位

※　営業日数が把握できない場合は、係数312を入力する。 ※一円未満切り上げ

■兼業率及び店舗数

※一円未満切り上げ

②要請内容別の計算方法の確認

□ □ □

□ □ □

③-1 要請内容①に応じた場合の協力金日額の計算

※千円未満切り上げ　上限７万５千円　計算結果が２万５千円未満の場合は一律２万５千円

③-2 要請内容②に応じた場合の協力金日額の計算

※千円未満切り上げ　上限１０万円　計算結果が３万円未満の場合は一律３万円

兵庫県 新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金（飲食店向け）
（第10期：令和4年1月27日～3月6日の時短要請分）

申請者名 株式会社〇×商事
申請区分 売上高計算基準月

※「前年等」とは、令和３年（令和２年、令和元年も可）を指します。
※店舗ごとに計算してください。やむを得ず複数の店舗の売上高を合算した金額で計算する場合には、「オ」及び「ソ」に店舗数を入力して割り戻してください。

【売上高方式】は下記の①～③を記入してください。（中小企業者のみ適用可能）
※注意：テイクアウト、物販、仕出し等の売上および消費税・地方消費税を除く額を必ず記入すること！

売上高算出方法

□
A.1日単位

※別途「前年等の1日単位の売上高計算シート」を添付
してください。

□ B.1か月単位 □ C.年間単位

店舗名 〇×レストラン　〇〇店
10期 2月

＝ ウ 140,834 円

前年等の売上高 前年等の営業日数 前年等の１日当たりの売上高

前年等の2月の売上高 前年等の2月の営業日数 前年等の2月の１日当たりの売上高

ア 3,380,000 円 ÷ イ 24 日

日 ＝ ウ’ 円

前年等の２月の１日当たりの売上高 兼業率（兼業がなければ1で計算） 店舗数 前年等の２月の１日当たりの売上高

ア’ 円 ÷ イ’

円

要請内容 カ　前年等の2月の１日当たりの売上高

【認証店で要請内容①に応じた場合】
通常、午後９時から翌朝午前５時までの時間帯に営業する店舗が、営業時間を午前５時から午後９時までに
短縮し、
かつ、
酒類の提供を午前11時から午後8時30分までとすること

83,333円以下⇒キに「25,000」と記入 83,334円以上　250,000円以下⇒③-1へ 250,001円以上⇒キに「75,000」と記入又は③'へ

÷ オ 1 ＝ カ 140,834ウ(ウ') 140,834 円 × エ 1

【認証店で要請内容②に応じた場合 又は 非認証店の場合】
通常、午後８時から翌朝午前５時までの時間帯に営業する店舗が、営業時間を午前５時から午後８時までに
短縮し（休業を含む）、
かつ、
酒類の提供を終日しないこと

75,000円以下⇒キ´に「30,000」と記入 75,001円以上　250,000円以下⇒③-2へ 250,001円以上⇒キ´に「100,000」と記入又は③'へ

前年等の２月の１日当たりの売上高

0.3

要請内容①の協力金日額

カ 140,834 円

円 × ＝ キ´ 57,000 円

× ＝ キ 43,000 円

前年等の２月の１日当たりの売上高

0.4

要請内容②の協力金日額

カ´ 140,834

申請書に転記する

申請書に転記する

記入例

☑ A～Cを選択

☑ 売上高に応じて選択



売上高を1日単位で算出する場合、1日単位売上計算シートについて、令和４年２月分と前年等の２月分の２枚を提出してください。

【前年等の２月の１日あたり売上高】

A.1日単位又はB.1か月単位

※ 　営業日数が把握できない場合は、係数24で計算する。 ※一円未満切り上げ

C.年間単位

※　営業日数が把握できない場合は、係数312を入力する。 ※一円未満切り上げ

■兼業率及び店舗数

※一円未満切り上げ

【令和４年２月の１日あたり売上高】

※一円未満切り上げ

■兼業率及び店舗数

※一円未満切り上げ
【前年等の２月と比較した令和４年２月の１日あたり売上高の減少額】

■前年等の２月の１日あたりの飲食部門の売上高×0.3（千円未満切上げ）

ヌ・ネいずれか低いほうを入力してください。

大企業の場合は【売上高減少方式】のみの申請となります。以下の③’を記入してください。

③'売上高減少方式の計算　※注意：テイクアウト、物販、仕出し等の売上および消費税・地方消費税を除く額を必ず記入すること！

前年等の２月の１日当たりの売上高の金額が25万円超の中小企業の場合こちらの方式での申請が可能です。
協力金日額の上限額は20万円です。ただし、要請①については、前年等の１日あたりの売上高×0.3（売上高方式での計算結果）のいずれか低い額が上限となります。計算結果を確認し、いずれか低い額を協力金日額として申請してください。

売上高算出方法

□
A.1日単位

※別途「前年等の２月の１日単位の売上高計算シート」
を添付してください。

□ B.1か月単位 □ C.年間単位

＝ ス 140,834 円

前年等の売上高 前年等の営業日数 前年等の２月の１日当たりの売上高

前年等の２月の売上高 前年等の２月の営業日数 前年等の２月の１日当たりの売上高

サ 3,380,000 円 ÷ シ 24 日

日 ＝ ス’ 円

前年等の２月の１日当たりの売上高 兼業率（兼業がなければ1で計算） 店舗数 前年等の２月の１日当たりの売上高

サ’ 円 ÷ シ’

円

売上高算出方法

□
A.1日単位

※別途「令和４年２月の1日単位の売上高計算シート」
添付してください。

□ B.1か月単位

÷ ソ 1 ＝ タ 140,834ス(ス') 140,834 円 × セ 1

令和４年２月の売上高 令和４年２月の営業日数 令和４年２月の１日当たりの売上高

チ 2,600,000 円 ÷ ツ 24 日

円 × ト 1

＝ テ 108,334 円

令和４年２月の[営業日数]のカウントは、実際に営業した日に加えて、本来営業する予定だったが、県
の要請に従って休業した日数を加えて「営業日数」としてカウントして下さい。

令和４年２月の１日当たりの売上高 兼業率（兼業がなければ1で計算） 店舗数 令和４年２月の１日当たりの売上高

140,834 円 ニ 108,334 円 ヌ

円

前年等の２月の１日当たりの売上高

－

令和４年２月の１日当たりの売上高

× 0.4 ＝

［売上高減少方式］要請②の協力金日額

タ

÷ ナ 1 ＝ ニ 108,334テ 108,334

申請書に
それぞれ転記する

ﾉ 13,000 円

※千円未満切り上げ　上限20万円

申請書の協力金日額①の欄にキ又はノの金額、申請書の協力金日額②の欄にはキ´又はヌの金額をそれぞれ記入し、申請額を計算してください。

タ 140,834 円 ネ 43,000 円

13,000 円

※千円未満切り上げ　上限20万円

前年等の２月の１日当たりの売上高

× 0.3 ＝

売上高方式での計算結果 ［売上高減少方式］要請①の協力金日額

☑ A～Cを選択

☑ A、Bを選択



対象年度 □ 令和３年 □ 令和２年 □ 令和元年

対象月 ☑ 2月

要請に応じて休業とした日については営業日でない日とする。

日付

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

29日

合計

営業日だが売り上げが0円だった場合は、0を入力すること。営業日でない日付は空欄とする。

■前年等の2月の1日単位の売上高計算シート

申請者名 株式会社〇×商事

店舗名 〇×レストラン　〇〇店

¥130,000

※注意：テイクアウト、物販、仕出し等の売上および消費税・地方消費税を除く額を必ず記入すること！
売上

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥0

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥3,380,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥130,000

¥260,000

¥130,000

記入例

☑ 年を選択

1日単位で

売上高を入力

※売上帳簿等と

整合性があること

営業したが、

売上がなかった日

→「０」を入力

定休日など営業日

でない日

→ 空欄のまま

※29日は令和2年のみ

使用（うるう年）



対象年度 ☑ 令和４年

対象月 ☑ ２月

日付

1日

2日

3日

4日

5日

6日

7日

8日

9日

10日

11日

12日

13日

14日

15日

16日

17日

18日

19日

20日

21日

22日

23日

24日

25日

26日

27日

28日

合計

営業日でない日付（定休日）のみ空欄とする。
令和４年２月の[営業日数]のカウントは、実際に営業した日に加えて、本来営業する予定だったが、県の要請に
従って休業した日数を加えて「営業日数」としてカウントしますので休業日に関しても、0を入力してくださ
い。

■令和４年2月の1日単位の売上高計算シート
（売上高減少方式で算出される場合はこちらのシートもご提出ください）

申請者名 株式会社〇×商事

店舗名 〇×レストラン　〇〇店

¥100,000

※注意：テイクアウト、物販、仕出し等の売上および消費税・地方消費税を除く額を必ず記入すること！
売上

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥0

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥2,600,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥100,000

¥200,000

¥100,000

記入例

1日単位で

売上高を入力

※売上帳簿等と

整合性があること

営業したが、

売上がなかった日

→「０」を入力

定休日など営業日

でない日

→ 空欄のまま


